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	応用
	抗原情報
	背景
	CDC42は、小型のRho GTPaseであり、下流のエフェクタータンパク質との相互作用を通じて、F-アクチンを含む構造の形成を制御します。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、CDC42エフェクタータンパク質のBorgファミリーのメンバーです。Borgファミリータンパク質はCRIB（Cdc42/Rac相互作用結合）ドメインを含み、CDC42に結合してその機能を負に制御します。このタンパク質とCDC42の共発現は、このタンパク質がアクチンフィラメントの集合と細胞形状制御に関与していることを示唆しています。[RefSeq提供、2011年8月],ドメイン：CRIBドメインはCDC42との相互作用を媒介します。,機能：おそらくアクチン細胞骨格の組織化に関与しています。CDC42の下流で作用し、アクチンフィラメントの集合を誘導して細胞形状の変化につながる可能性があります。 CDC42依存的に線維芽細胞における仮足形成を誘導する。,類似性：BORG/CEPファミリーに属する。,類似性：1つのCRIBドメインを含む。,サブユニット：GTP依存的にRHOQおよびCDC42と相互作用し、SEPT7とも相互作用する。,組織特異性：心臓で高発現。膵臓および肝臓で弱発現。,
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	BORG1抗体を用いたK562細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	Cdc42EP2ポリクローナル抗体を用いたK562細胞のウェスタンブロット解析

